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事 業 報 告  
自：平成３1 年 １月 １日 

至：令和 元 年１２月３１日 

１．営業の概況 

 当期は、受託が 1,862 百万円（前年比 101％）と年初目標 1850 百万円を超過達成することができ

ました。日建グループからの受託は総額 406 百万円で前年に比べ 21 百万円増加したこと、Maas、

ビッグデータ、大阪万博等の新領域分野の受託が増えたこと、プロポーザル特定率がﾞ 61%（前年

53％）と好調であったことなどが要因でした。 

原価率は、受託増に伴う実行体制との関係、比較的原価率の低いジョブが完了したことなどによ

り売上原価が減少し、前年より 5.3％低下し、83.9％と抑制することができました。 

売上高は 1,660 百万円（前年比 95％）と前年を下回ったものの、年初目標 1,650 百万円を超過達

成することができました。一般管理費は専従役員増等により 27 百万円増加（前年比 119％）しまし

たが、売上原価は 162 百万円減少（前年比 90％）したため、経常利益は 53 百万円増加（前年比 217％）

の 99 百万円となり、減収増益となりました。当期純利益は 55 百万円（前年比 20 百万円増）となり

ました。 

来期は、中期ビジョン 16-20 の最終年度にあたり、目標としている 20 億円の受託確保とともに原

価管理の徹底、経営基盤の一層の強化に加え、日建グループからの戦略施策推進に全社一丸となっ

て取り組みます。今後とも日建グループの都市環境シンクタンクとしての世界水準の地位獲得を目

指す所存です。 

株主はじめ関係各位の皆様には変わらぬご支援とご協力をお願い申し上げます。 
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